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研
究
ノ
ー
ト

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
ポ
ス
タ
ー

一
九
四
五
年
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
ま
で
の
日
本
に
よ
る
満
洲
支
配
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
日
本
の
歴
史
上
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ

る
。
た
っ
た
十
三
年
し
か
存
続
し
な
か
っ
た
国
家
で
あ
る
が
、
満
洲
帝
国
は
「
五

族
協
和
」
、
「
王
道
楽
土
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
様
々
な
表
象
が
行
わ
れ
た
。

満
洲
帝
国
支
配
下
で
は
満
洲
国
美
術
展
覧
会
が
一
九
三
八
年
か
ら
一
九
四
五
年

に
か
け
て
計
八
回
開
催
さ
れ
て
い
た
。
愧
儡
国
家
の
全
体
主
義
の
空
気
の
中
、

あ
ま
り
質
は
よ
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
「
五
族
協
和
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
基

づ
き
日
本
人
以
外
の
参
加
も
積
極
的
に
奨
励
し
て
お
り
、
満
洲
独
自
の
美
術
も

生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
こ
の
展
覧
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
戦

火
や
苛
酷
な
引
揚
げ
な
ど
の
敗
戦
の
混
乱
に
よ
る
基
礎
資
料
の
欠
落
、
現
在
の

中
国
側
が
「
偽
満
洲
国
」
と
し
て
の
歴
史
的
検
証
を
拒
ん
で
い
る
な
ど
の
理
由

(

2

)

 

で
不
明
な
部
分
が
多
い
。

そ
こ
で
当
時
の
満
洲
の
実
態
を
調
べ
る
手
掛
か
り
と
し
て
、

一
九
〇
六
年
に

設
立
さ
れ
た
半
国
営
の
国
策
会
社
で
あ
り
、
中
国
に
大
き
く
敷
い
た
交
通
網
で

は
じ
め
に

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
満
州
帝
国

あ
る
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
の
ポ
ス
タ
ー
や
雑
誌
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
は
重
要

で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
日
露
戦
争
の
勝
利
に
よ
り
国
際
的
な
地
位
を
築
き

つ
つ
あ
っ
た
日
本
人
に
と
っ
て
、
満
洲
は
戦
勝
の
優
越
感
に
浸
れ
る
戦
跡
、
資

源
開
発
の
植
民
地
で
あ
り
、
身
近
に
行
け
る
海
外
で
も
あ
り
、
「
五
族
協
和
」

の
示
す
通
り
「
同
胞
」
で
も
あ
る
と
い
う
複
雑
な
土
地
で
あ
り
、
逆
に
植
民
地

の
人
々
、
西
洋
列
強
に
見
ら
れ
る
「
日
本
人
」
像
を
強
く
意
識
す
る
き
っ
か
け

(

3

)

 

の
土
地
で
も
あ
っ
た
。
満
鉄
は
表
向
き
普
通
の
鉄
道
事
業
会
社
で
あ
っ
た
が
、

実
切
の
と
こ
ろ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
な
る
石
炭
や
鉄
鋼
を
発
掘
し
、
輸
送
す

る
の
が
主
な
収
益
源
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
事
実
は
中
国
や
資
源
を
狙
う
欧
米
列
強
た
ち
に
は
知
ら

れ
な
い
よ
う
満
洲
帝
国
設
立
後
に
は
特
に
対
外
的
に
は
広
報
さ
れ
ず
、
日
本
国

(

4

)

 

内
と
国
外
向
け
に
全
く
異
な
る
広
告
を
発
表
し
て
い
た
。
南
満
州
鉄
道
株
式
会

社
に
関
す
る
広
告
は
日
本
国
内
に
は
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
身
近
な
海
外
と
し
て

の
満
洲
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
資
源
や
土
地
の
あ
る
未
開
発
な
土
地
と
し
て
の

魅
力
を
、
海
外
向
け
に
は
日
本
と
は
直
接
関
係
の
な
い
、
観
光
地
と
し
て
の
魅

力
あ
る
満
洲
を
発
信
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

慎
山
孝
治
と
伊
藤
順
三
か
ら
見
る
南
満
洲
鉄
道
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略

一
九
三
一
年

藤

本

奈

緒
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の
満
洲
帝
国
成
立
後
は
日
本
の
愧
儡
国
で
は
な
く
不
当
に
中
国
に
支
配
さ
れ
て

い
た
正
当
な
国
家
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
満
洲
独
自
の
文
化

を
過
剰
な
ま
で
に
広
告
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

本
稿
で
は
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
、
満
鉄
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
の
創
出
の
中

心
と
な
っ
た
二
人
の
画
家
、
慎
山
孝
治
と
伊
藤
順
―
―
一
に
焦
点
を
当
て
、
二
人
の

作
家
性
や
時
代
を
鑑
み
な
が
ら
、
満
鉄
が
ポ
ス
タ
ー
を
通
し
て
満
洲
に
ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

満
洲
時
代
の
作
品
に
つ
い
て
は
先
述
の
通
り
現
存
し
て
い
る
資
料
が
少
な

く
、
満
鉄
及
び
満
洲
の
広
告
研
究
が
行
わ
れ
は
じ
め
た
の
は
ご
く
最
近
の
こ
と

で
あ
る
。
主
に
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
参
照
し
た
資
料
は
二

0
1
0
年
に

出
版
さ
れ
た
貴
志
俊
彦
氏
の
『
満
洲
国
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
メ
デ
ィ
ア
玉
ポ
ス
タ
ー
・

絵
葉
書
・
切
手
』
、
田
島
奈
都
子
氏
の
「
c
o
l
u
m
n
:
南
満
洲
株
式
会
社
と
伊
藤

順
三
」
（
田
島
奈
都
子
編
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期

先
行
研
究
に
つ
い
て

日
本
ポ
ス
タ
ー
史
大

図
鑑
』
）
で
あ
り
、
他
の
論
文
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
最
も

主
要
な
文
献
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
慎
山
の
活
動
に
つ
い
て
は

高
媛
氏
の
「
一
九
二

0
年
代
に
お
け
る
満
鉄
の
観
光
宣
伝
ー
嘱
託
画
家
・
慎
山

孝
治
の
活
動
を
中
心
に
」
で
は
、
主
に
員
山
の
文
化
人
の
案
内
役
と
し
て
の
活

動
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
雑
誌
『
平
原
』
で
掲
載
し
た
カ
ッ

ト
に
つ
い
て
も
表
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
伊
藤
順
三
に
つ
い
て
は
松
重

充
浩
氏
の
「
『
満
蒙
』
誌
上
に
お
け
る
伊
藤
順
三
ー
在
満
日
本
人
に
よ
る
「
満
洲
」

認
識
形
成
過
程
に
関
す
る
事
例
研
究
と
し
て
ー
」
で
は
『
満
蒙
』
(
-
九
ニ
―

年
創
刊
。
創
刊
時
は
『
満
蒙
之
文
化
』
で
あ
っ
た
の
を
一
九
二
三
年
に
改
称
）

で
の
伊
藤
の
活
動
概
況
と
満
洲
認
識
に
関
す
る
初
歩
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
先
行
研
究
は
日
本
史
学
の
分
野
で
の
研
究
で
あ
る

た
め
か
、
具
体
的
な
作
品
の
検
討
は
行
わ
れ
ず
、
図
版
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
慎
山
と
伊
藤
の
略
歴
に
つ
い
て
説
明
し
た
上
で
、
二
人
の
ポ
ス
タ
ー

作
品
を
具
体
的
に
分
析
し
満
鉄
が
観
光
客
に
満
洲
を
ど
う
イ
メ
ー
ジ
付
け
よ
う

と
し
た
か
考
え
た
い
。

ま
ず
、
興
山
孝
治
に
つ
い
て
の
簡
単
な
略
歴
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
慎
山
孝

治
は
一
八
八
二
年
に
岩
手
県
に
生
ま
れ
、

本
画
科
へ
の
入
学
を
志
す
が
、
白
馬
会
の
展
覧
会
に
惹
か
れ
た
こ
と
で
白
馬
会

(

5

)

 

に
入
所
し
黒
田
清
輝
や
岡
田
三
郎
助
、
山
本
森
之
助
ら
か
ら
洋
画
を
学
ん
だ
。

慎
山
は
風
景
画
を
得
意
と
し
、
「
山
の
画
家
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

一
九
一

0
年
二
月
号
の
『
美
術
画
報
』
に
て
慎
山
の
出
品
し
た
第
十
二
回
白
馬

会
出
品
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
「
箕
山
氏
は
青
年
洋
画
家
中
有
望
の
名
あ
る

(

7

)

 

人
な
り
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
渡
満
し
、
満
鉄
最
初
の
嘱
託
画
家
と

し
て
一
九
ニ
―
年
か
ら
お
よ
そ
十
年
間
に
も
わ
た
り
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
た

り
、
雑
誌
『
平
原
』
の
挿
絵
を
担
当
し
た
り
、
と
満
鉄
の
観
光
宜
伝
に
深
く
関

(

8

)

 

わ
っ
た
。
未
解
明
な
点
も
多
い
が
、
慎
山
の
活
動
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
彼

が
た
だ
の
嘱
託
画
家
で
は
な
く
、
満
鉄
の
招
聘
し
た
文
化
人
た
ち
の
案
内
役
を

員
山
孝
治
に
つ
い
て

一
八
九
七
年
に
東
京
美
術
学
校
の
日

-72 -



ハ
ル
ビ
ン
の
キ
ャ
バ
レ
ー
で
の
ロ
シ
ア
人
女
性
の
「
裸
踊
り
」
や
カ
フ
ェ
店
員

も
担
っ
た
点
で
あ
る
。
満
鉄
は
一
九

0
九
年
に
満
鉄
二
代
目
総
裁
、
中
村
是
公

が
幼
馴
染
で
あ
る
夏
目
漱
石
を
招
聘
し
、
そ
の
招
待
の
意
図
を
汲
ん
だ
漱
石
が

旅
行
記
『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
を
発
表
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
宣
伝
の
一

環
と
し
て
著
名
な
文
化
人
を
満
洲
に
招
待
し
て
い
た
。
そ
し
て
旅
行
記
や
絵
画

な
ど
文
化
人
の
専
門
分
野
で
満
州
の
魅
力
を
内
地
の
日
本
人
に
発
信
し
、
日
本

か
ら
の
観
光
誘
致
を
狙
っ
た
。
中
沢
弘
光
の
よ
う
な
画
家
は
勿
論
、
奥
野
他
見

男
や
田
山
花
袋
、
志
賀
直
哉
な
ど
の
著
名
な
文
学
者
た
ち
の
満
洲
旅
行
に
も
彼

は
案
内
役
と
し
て
同
行
し
た
。
慎
山
は
新
進
気
鋭
の
画
家
と
し
て
高
く
評
価
さ

れ
て
い
た
た
め
、
文
学
雑
誌
の
表
紙
を
担
当
す
る
な
ど
で
文
壇
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
と
の
関
係
も
つ
な
が
り
も
深
か
っ
た
こ
と
が
案
内
役
に
抜
擢
さ
れ
た
理
由

で
あ
ろ
う
。

慎
山
の
名
は
満
鉄
に
招
待
さ
れ
た
作
家
た
ち
の
旅
行
記
に
て
た
び
た
び
登
場

す
る
。
例
え
ば
、
奥
野
他
見
男
の
『
ハ
ル
ピ
ン
夜
話
』
で
は
ハ
ル
ビ
ン
の
日
本

人
が
経
営
す
る
キ
ャ
バ
レ
ー
で
慎
山
が
女
性
の
似
顔
絵
を
か
く
場
面
が
書
か
れ

(

1

0

)

 

て
い
る
。
『
ハ
ル
ピ
ン
夜
話
』
は
四
十
五
版
も
刷
ら
れ
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、

慎
山
は
『
ハ
ル
ピ
ン
夜
話
』

の
装
丁
も
手
掛
け
た
。
こ
の
本
の
お
か
げ
で
北
満

に
あ
る
東
清
鉄
道
の
拠
点
都
市
と
い
う
遠
方
に
も
拘
わ
ら
ず
ハ
ル
ピ
ン
ま
で
訪

れ
る
日
本
人
観
光
客
は
急
増
し
、
宣
伝
と
し
て
大
成
功
を
収
め
た
。
し
か
し
、

の
女
性
を
口
説
く
な
ど
の
遊
蕩
を
描
い
た
作
品
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
う
し
た
遊

蕩
目
的
で
あ
る
こ
と
を
隠
そ
う
と
も
せ
ず
在
住
邦
人
に
尋
ね
る
観
光
客
が
急
増

し
た
よ
う
だ
。
そ
の
た
め
在
外
邦
人
か
ら
は
も
っ
と
真
面
目
に
日
露
支
三
国
の

(

1

1

)

 

潮
流
を
み
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
批
判
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

し
て
満
鉄
情
報
課
広
報
係
に
勤
務
し
、
慎
山
の
仕
事
を
引
き
継
ぐ
形
で

一
九
二
四
年
一
月
に
満
鉄
広
報
係
主
任
に
転
職
後
、

一
九
二
五
年
に
嘱
託
と

一
九
二

0
年
に
普
門
暁
が
主
催
す
る
未
来
派
美
術
協
会

伊
藤
順
三
に
つ
い
て

る。 作
し
続
け
た
が
、

一
九
三
一
年
に
慎
山
は
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
た
め
に
満
鉄
を
退

(

1

2

)

 

他
、
案
内
し
た
田
山
花
袋
と
は
兄
弟
の
如
く
親
交
を
結
ん
で
い
た
が
、
花
袋
が

満
鉄
職
員
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
作
中
で
明
か
し
た
こ
と
に
よ
り
、
慎
山
の
立
場

(

1

3

)

 

が
危
う
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
文
化
人
に
よ
る
宜
伝
は
効
果
的

で
あ
る
一
方
ト
ラ
ブ
ル
を
も
招
く
諸
刃
の
剣
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
慎
山
は
文
化

人
の
案
内
、
満
鉄
に
ま
つ
わ
る
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
制

職
す
る
。
こ
の
後
の
満
鉄
に
関
わ
る
広
告
に
つ
い
て
は
伊
藤
が
担
う
こ
と
と
な

次
に
伊
藤
順
三
の
略
歴
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。
伊
藤
順
三
は
東
京
上

野
の
呉
服
店
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
、
東
京
美
術
学
科
校
日
本
画
科
卒
業
後
、

反
文
展
派
の
先
鋒
と
し
て
活
動
を
し
て
い
た
。
一
九
一
六
年
か
ら
三
越
呉
服
店

図
案
部
嘱
託
と
な
り
、

(

1

4

)

 

結
成
に
参
加
し
た
。
未
来
派
美
術
協
会
脱
会
後
、
関
東
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
一
九
三
二
年
に
大
連
に
渡
り
、
満
洲
日
報
の
美
術
担
当
記

者
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
の
伊
藤
の
知
名
度
に
つ
い
て
、
若
い
日
本
画
家
の
中
で

(

1

5

)

 

は
相
当
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
二

0
年
代
後
半
か
ら
一
九
三

0
年
代
前
半
を
中
心
に
満
鉄
の
ポ
ス
タ
ー
や

雑
誌
、
新
聞
広
告
に
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
と
い
っ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
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作
風
・
題
材
の
違
い
に
つ
い
て
の
考
察

伊
藤
は
満
洲
国
美
術
展
覧
会
の
審
査
員
を
担
当
し
た
他
、
郷
土
玩
具
の
収
集
、

メ
ー
ジ
の
メ
デ
ィ
ア
を
一
手
に
担
っ
た
。
雑
誌
『
満
蒙
」
に
て
「
新
年
の
用
と

し
て
誰
に
で
も
喜
ば
れ
る
満
蒙
絵
葉
書
」
と
い
う
広
告
に
伊
藤
順
三
の
作
品
で

あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
伊
藤
の
名
は
購
買
力
を
あ
お
る
効
果
が
あ
る
ほ

(

1

6

)

 

ど
に
は
人
気
が
あ
っ
た
の
だ
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
当
時
有
名
な
図

案
家
で
あ
っ
た
杉
浦
非
水
と
三
越
の
関
係
性
に
な
ぞ
ら
え
て
「
満
鉄
の
伊
藤
か
、

(

1

7

)

 

伊
藤
の
満
鉄
か
」
と
称
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。
満
州
鉄
道
が
発
行
し
て
い
る

雑
誌
『
満
蒙
』
に
は
毎
号
三
越
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
た
め
、
満
鉄
と
三

越
は
深
い
関
係
に
あ
り
、
同
様
の
た
と
え
を
出
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
＜

し
く
も
日
本
画
を
元
々
学
ん
で
い
た
と
こ
ろ
を
図
案
家
に
転
向
し
、
三
越
で
嘱

託
作
家
と
し
て
活
動
し
て
い
た
点
で
杉
浦
非
水
と
伊
藤
順
三
は
共
通
し
て
い

る
。
同
時
期
に
非
水
と
共
に
三
越
の
嘱
託
図
案
部
に
い
た
伊
藤
も
杉
浦
非
水
に

影
響
を
受
け
た
点
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
九
三
九
年

に
現
地
で
没
す
る
ま
で
、
伊
藤
は
満
鉄
の
対
外
広
報
を
一
人
で
担
う
こ
と
に

よ
っ
て
満
鉄
の
イ
メ
ー
ジ
の
寄
与
に
大
き
く
貢
献
す
る
事
と
な
っ
た
。
ま
た
、

研
究
も
し
て
お
り
、
『
満
蒙
』
に
て
論
考
を
残
す
な
ど
、
郷
土
玩
具
の
コ
レ
ク
タ
ー

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

さ
て
、
二
人
の
略
歴
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
、
時
代
背
景
の
変
化
や
、

作
風
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
ポ
ス
タ
ー
作
品
は
基
本
的
に
正
式
な
名
称

と
し
て
は
《
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
》
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
本
稿
で
は
個
々

5

)

、

い
な
い
。

一
九
一

0
年
代
の
文
展
で
は
「
虹
」
と
「
農
村
」
が
「
理
想
郷
」
、
「
約

あ
り
、
《
S
O
U
T
H
M
A
N
C
H
U
R
I
A
 R
A
I
L
W
A
Y》
（
図
1

)

、
《
南
満
州
鉄
道

の
作
品
を
区
別
す
べ
く
作
品
に
副
題
を
つ
け
て
い
る
。

慎
山
は
本
来
洋
画
家
で
あ
る
た
め
か
、
ポ
ス
タ
ー
作
品
も
油
彩
画
の
よ
う
な

重
厚
な
作
品
で
あ
る
の
が
特
徴
的
だ
。
ま
た
、
風
景
画
を
得
意
と
し
た
こ
と
も

株
式
会
社
（
虹
と
農
夫
）
》
（
図
2

)

や
《
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
（
川
べ
り
）
》

（図
3

)

の
よ
う
に
満
洲
の
異
国
情
緒
漂
う
建
築
物
や
農
村
風
景
を
描
い
た
も

の
が
多
い
。
農
村
風
景
が
な
ぜ
観
光
地
で
も
な
い
の
に
ポ
ス
タ
ー
に
描
か
れ
た

か
に
つ
い
て
だ
が
、
当
時
の
日
本
人
に
と
っ
て
満
洲
は
広
大
な
農
地
で
あ
り
、

一
擾
千
金
を
狙
う
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
的
な
存
在
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
一
九
三
六
年
の
『
満
洲
グ
ラ
フ
』
で
は
「
満
州
の
面
積
は

日
本
の
二
倍
し
か
も
人
口
は
我
国
の
三
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。
日
本
全
土
の
耕

地
六

0
0
万
町
歩
に
対
し
て
満
州
に
は
そ
の
六
倍
余
り
の
可
耕
地
が
あ
り
ま
だ

(

1

9

)

 

五
分
の
二
も
開
墾
さ
れ
て
は
お
ら
ぬ
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
は

日
本
人
の
満
洲
へ
の
移
植
、
開
墾
の
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
あ
る
が
、
内
地

の
日
本
人
に
と
っ
て
は
未
開
発
だ
が
、
牧
歌
的
な
理
想
郷
と
し
て
映
っ
た
に
違

束
の
地
」
と
し
て
の
「
満
洲
」
を
表
す
モ
チ
ー
フ
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
て
い

(

2

0

)

 

た
。
慎
山
の
制
作
し
た
ポ
ス
タ
ー
も
こ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
《
南
満

州
鉄
道
株
式
会
社
（
民
族
衣
装
男
性
）
》
（
図
4

)

は
巨
大
な
遊
牧
民
族
風
の
民

族
衣
装
を
纏
っ
た
老
人
の
男
性
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
背
景
も
家
畜
が
多

数
い
る
広
大
な
農
地
で
あ
り
、
理
想
郷
を
表
現
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

一
方
、
伊
藤
の
作
品
は
一
九
二
五
年
の
《
南
満
州
鉄
道
（
市
街
風
景
）
》
（
図

一
九
二
六
年
の
《
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
（
車
内
の
少
年
）
》
（
図
6

)
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な
ど
、
初
期
に
制
作
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
は
前
任
者
の
員
山
の
イ
メ
ー
ジ
を
壊
さ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
か
油
彩
画
の
よ
う
な
タ
ッ
チ
の
作
品
が
多
い
。
特
に
異

国
情
緒
漂
う
市
街
地
を
描
い
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
は
、
員
山
の
影
響
が
大
き
い
よ

う
に
思
え
る
。
満
鉄
の
車
内
の
民
族
衣
装
姿
の
人
物
画
は
タ
ッ
チ
こ
そ
油
彩
画

風
で
は
あ
る
が
民
族
衣
装
を
纏
っ
た
人
物
画
と
い
う
点
で
慎
山
と
差
別
化
し
つ

一
九
三

0
年
頃
に
な

る
と
伊
藤
自
身
の
個
性
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
写
実
性
よ
り
も
や
や
平
面
的
で

デ
ザ
イ
ン
性
を
重
視
し
た
、
い
わ
ゆ
る
図
案
化
さ
れ
た
作
品
へ
と
移
り
変
わ
る
。

員
山
は
あ
く
ま
で
洋
画
家
で
あ
っ
た
が
伊
藤
は
商
業
美
術
家
と
し
て
活
動
し
て

い
た
こ
と
が
作
風
の
変
化
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
伊
藤
の

満
鉄
で
の
作
品
の
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
、
伊
藤
を
知
る
人
物
に
よ
る
と
伊
藤
は

の
大
き
い
平
明
で
わ
か
り
や
す
い
「
悠
久
の
大
陸
」
を
象
徴
す
る
作
品
を
目
標

(

2

2

)

 

に
掲
げ
て
い
た
よ
う
だ
。
伊
藤
は
満
洲
の
魅
力
を
伝
え
る
う
え
で
、
風
景
画
を

得
意
と
す
る
前
任
者
、
員
山
の
作
風
を
引
き
継
ご
う
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な

次
に
、
図
案
化
さ
れ
た
伊
藤
の
ポ
ス
タ
ー
作
品
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

一
九
二
四
年
に
発
表
さ
れ
た
《
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
（
長
春
駅
）
》
（
図
7

)

で
は
ロ
シ
ア
方
面
で
の
乗
換
駅
で
あ
る
長
春
駅
に
ロ
シ
ア
人
と
思
わ
し
き
白
人

女
性
や
和
服
の
若
い
日
本
人
女
性
、
モ
ン
ゴ
ル
風
の
衣
装
を
纏
っ
た
夫
婦
と

様
々
な
民
族
の
観
光
客
が
描
か
れ
て
い
る
。
国
際
線
で
あ
る
た
め
時
計
の
針
は

赤
い
針
で
ハ
ル
ビ
ン
の
時
間
、
黒
い
針
で
長
春
の
時
間
両
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
光
景
か
ら
、
長
春
駅
は
ハ
ル
ビ
ン
経
由
で
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
と
接
続
し
、

、↓

O

l
v
 

自
ら
を
「
大
陸
派
」
と
任
じ
、
日
本
国
内
の
ポ
ス
タ
ー
と
は
異
な
る
ス
ケ
ー
ル

つ
あ
っ
た
過
渡
期
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

ス
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
満
洲
国
設
立
の
際
に
制
作
さ
れ
た
満
洲
国
内
向
け
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
ポ
ス
タ
ー
で
も
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
制
作
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
他

の
伊
藤
の
作
品
で
は
民
族
衣
装
や
婚
姻
衣
装
を
ま
と
っ
た
女
性
や
、
《
満
鉄
（
高

脚
踊
り
）
》
（
図
8

)

や
《
満
鉄
（
仮
面
踊
り
）
》
（
図
9

)

の
よ
う
に
満
洲
の
地

域
に
住
む
民
族
の
祭
り
の
仮
面
な
ど
を
描
い
た
も
の
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
傾

向
は
『
満
蒙
』
や
『
亜
東
』
の
よ
う
な
満
鉄
の
発
行
し
た
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
伊
藤
の
挿
絵
で
も
同
様
で
あ
る
。
伊
藤
は
強
い
関
心
を
持
っ
て
満
洲
の
風

俗
や
文
化
を
調
べ
、
内
地
か
ら
ス
ケ
ッ
チ
に
来
た
洋
画
家
、
日
本
画
家
に
対
し

て
「
供
に
先
輩
の
御
手
本
に
の
み
頼
り
、
虚
心
直
に
自
然
の
三
昧
に
味
到
し
得

ざ
る
愚
者
の
言
」
と
批
判
す
る
な
ど
、
自
身
こ
そ
満
洲
の
画
家
で
あ
る
と
強
い

(

2

3

)

 

自
負
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ミ
ュ
シ
ャ
の
好

ん
だ
豪
奢
な
髪
飾
り
を
つ
け
た
異
国
女
性
の
横
顔
と
い
う
構
図
に
よ
く
似
て
い

る
《
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
（
玉
飾
り
の
少
女
）
》
（
図
1

0

)

、
子
羊
を
抱
え
た

モ
ン
ゴ
ル
風
の
衣
装
の
女
性
を
描
い
た
《
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
（
ブ
リ
ヤ
ー

ド
の
乙
女
）
》
（
図
1

1

)

の
よ
う
に
装
飾
的
な
満
洲
の
女
性
を
多
く
描
い
た
の
も

伊
藤
の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
員
山
も
《
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
（
民
族
衣

地
政
策
を
肯
定
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。
こ
の
「
五
族
協
和
」
は
満
鉄
の
ポ

当
時
の
東
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
つ
な
ぐ
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
お
そ
ら
く
当
時
の
長
春
駅
は
実
際
に
非
常
に
国
際
色
豊
か
で
あ
っ

た
点
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
光
景
が
わ
ざ
わ
ざ
描
か
れ
た
の

は
、
後
に
成
立
す
る
満
洲
帝
国
が
掲
げ
た
「
五
族
協
和
」
の
精
神
を
表
し
た
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
五
族
協
和
」
と
は
、
日
本
、
朝
鮮
、
中
国
、
満
洲
、

モ
ン
ゴ
ル
の
五
民
族
が
協
力
し
あ
う
、
と
い
う
趣
旨
の
実
質
的
な
日
本
の
植
民
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装
の
女
性
）
》
（
図
1

2

)

で
女
性
を
描
い
て
い
る
が
、
伊
藤
ほ
ど
人
物
画
を
描
い

て
い
な
い
。
伊
藤
が
民
族
衣
装
姿
の
女
性
を
好
ん
で
描
い
た
の
は
、
日
本
の
ポ

わ
れ
る
。
伊
藤
は
ポ
ス
タ
ー
作
家
と
し
て
活
動
し
て
い
た
た
め
、

や
は
り
人
目

を
引
く
の
に
最
も
効
果
的
な
の
は
美
人
画
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
満
鉄
の
広
告
は
一
般
的
な
ポ
ス
タ
ー
が
三
対
二
の

比
率
な
の
に
対
し
て
若
干
横
幅
の
広
い
変
型
判
を
採
用
し
て
お
り
、
満
鉄
も
コ

(

2

4

)

 

ス
ト
よ
り
も
見
栄
え
を
重
視
し
て
い
た
の
が
わ
か
る
。
こ
の
見
栄
え
重
視
の
姿

勢
か
ら
、
満
鉄
は
広
告
戦
略
と
し
て
ポ
ス
タ
ー
を
非
常
に
重
視
し
て
い
た
と
推

測
で
き
る
。

ま
っ
て
、
満
洲
帝
国
は
日
本
の
愧
儡
国
で
は
な
く
れ
っ
き
と
し
た
独
立
国
で
あ

る
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
を
世
界
に
向
け
て
大
々
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
、
満
鉄
は

ポ
ス
タ
ー
を
重
視
し
た
の
だ
ろ
う
。
満
洲
は
独
自
の
文
化
を
持
つ
独
立
国
と
い

う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
必
要
と
し
た
満
鉄
、
ひ
い
て
は
日
本
の
思
惑
と
、
満
洲
独

自
の
文
化
や
風
俗
を
好
ん
で
研
究
し
、
満
洲
の
画
家
で
あ
る
と
い
う
強
い
自
負

と
共
に
そ
れ
を
表
現
し
た
伊
藤
の
意
向
が
合
致
し
て
い
た
結
果
が
こ
れ
ら
の
作

満
鉄
の
起
用
し
た
嘱
託
画
家
、
慎
山
孝
治
、
伊
藤
順
三
の
制
作
し
た
ポ
ス
タ
ー

に
つ
い
て
、
慎
山
が
洋
画
家
、
伊
藤
が
日
本
画
出
身
の
図
案
家
、
と
い
う
お
互

い
の
出
自
の
違
い
が
作
風
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
満
洲
の
形
式
や

お
わ
り
に

品
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
九
三

0
年
代
は
満
洲
帝
国
が
成
立
し
た
後
で
あ
る
こ
と
も
相

ス
タ
ー
で
主
流
だ
っ
た
美
人
画
ポ
ス
タ
ー
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
か
ら
だ
と
思

い
だ
ろ
う
か
。

民
族
衣
装
の
よ
う
な
異
国
情
緒
を
表
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
比

較
し
て
み
る
と
、
慎
山
の
作
品
は
人
物
よ
り
も
広
い
農
村
風
景
や
草
原
が
多
い

が
、
特
に
満
洲
帝
国
設
立
後
で
あ
る
伊
藤
作
品
に
は
満
洲
ら
し
さ
を
表
す
風
俗
、

文
化
が
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

ま
た
、
満
洲
帝
国
は
日
本
や
中
国
の
よ
う
に
独
自
の
文
化
を
持
つ
歴
史
あ
る

国
で
は
な
く
、
清
の
皇
帝
浦
儀
を
擁
し
て
い
る
も
の
の
不
自
然
な
経
緯
で
生
ま

れ
た
新
興
国
家
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
他
国
に
少
し
で
も
国
家
と
し
て
認
め
ら

れ
る
た
め
に
、
独
自
の
文
化
を
持
つ
一
民
族
に
関
わ
ら
ず
、
不
当
に
中
国
に
支

配
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
日
本
が
救
っ
た
と
い
う
筋
書
き
の
派
手
な
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
満
洲
帝
国
と
い
う
存
在
の
正
当
性

を
示
す
た
め
に
独
自
の
文
化
や
歴
史
が
あ
る
よ
う
な
宣
伝
を
、
と
く
に
海
外
向

け
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な

主――
―

-a 
(

1

)

飯
野
正
仁
「
満
州
美
術
年
表
」
五
十
殿
利
治
編
『
「
帝
国
」
と
美
術
一
九
三

0
年

代
日
本
の
対
外
美
術
戦
略
』
国
書
刊
行
会
、
二

0
1
0
年
、
五
七
九
ー
九
五
五
頁
に

出
品
作
品
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

(

2

)

飯
野
正
仁
「
満
州
美
術
」
『
近
現
代
東
北
ア
ジ
ア
地
域
史
研
究
会
』
三
十
一
号
、

二
0
一
九
年
、
七
頁
。

(

3

)

有
山
輝
雄
『
海
外
旅
行
の
誕
生
』
吉
川
弘
文
館
、
二

0
0
一
年
。

(

4

)

田
島
奈
都
子
「
c
o
l
u
m
n
:
南
満
洲
株
式
会
社
と
伊
藤
順
三
」
田
島
奈
都
子
編
『
明
治
・

大
正
・
昭
和
初
期
日
本
ポ
ス
タ
ー
史
大
図
鑑
』
国
書
刊
行
会
、
二

0
一
九
年
、

三
五
九
頁
。
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2

1

)

『
満
州
国
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
メ
デ
ィ
ア

一
九
二
九
年
、

(

5

)

西
猛
利
「
大
連
第
一
類
」
『
満
洲
芸
術
壇
の
人
々
』
瞭
陽
社
出
版
部
、

五
十
八
頁
。

(

6

)

田
島
奈
都
子
編
、
前
掲
書
、
三
九

0
頁。

(

7

)

『
美
術
画
報
』
、
二
十
七
巻
五
号
、
画
報
社
、
一
九
―
二
年
二
月
。

(

8

)

高
媛
「
一
九
二

0
年
代
に
お
け
る
満
鉄
の
観
光
宣
伝
ー
嘱
託
画
家
・
i
県
山
孝
治
の
活

動
を
中
心
に
」
『
駒
澤
大
学
紀
要
」
十
七
・
十
八
号
、
駒
澤
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
メ
デ
ィ

ア
ス
タ
デ
ィ
ー
学
部
、
二

0
一
六
年
、
一
七
八
頁
。

(

9

)

原
田
勝
正
『
満
鉄
』

H
本
経
済
評
論
社
、
二

0
一
六
年
。

(

1

0

)

奥
野
他
見
男
『
ハ
ル
ピ
ン
夜
話
』
大
洋
社
出
版
部
、
一
九
―
―
―
九
年
、
三
十
六
ー

三
十
七
頁
。
国
立
国
会
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
閲
覧
し
た
が
、
『
支
那
街
の

一
夜
』
と
抱
き
合
わ
せ
で
あ
り
慎
山
の
挿
絵
か
は
不
明
。

(

1

1

)

小
秋
元
隆
一
「
据
手
か
ら
覗
い
た
満
洲
」
『
海
外
』
一
巻
三
号
、
海
外
社
、
一
九
二
七

年
、
五
十
四
頁
。

(

1

2

)

田
山
花
袋
、
『
満
鮮
の
行
楽
』
、
大
阪
屋
眺
書
店
、
一
九
二
四
年
、
四
六
九
頁
。

(

1

3

)

宇
田
川
昭
子
、
「
慎
山
孝
治
の
花
袋
宛
書
簡
口
」
、
『
田
山
花
袋
記
念
文
学
館
研
究
紀
要
』

十
九
号
、
田
山
花
袋
記
念
文
学
館
、
二

0
0
六
年
、
二
十
六
ー
ニ
十
八
頁
。

(

1

4

)

田
島
奈
都
子
編
、
前
掲
書
、
三
八
四
頁
。

(

1

5

)

大
野
斯
文
「
伊
藤
順
三
の
死
」
『
満
蒙
』
ニ
ニ
ニ
号
、
一
九
三
九
年
九
月
、
一
―
二
頁
。

(

1

6

)

『
満
蒙
』
六
十
八
号
、
一
九
二
五
年
十
二
月
、
『
満
蒙
』
八
十
号
、
一
九
二
六
年
十
二

月
号
に
て
、
伊
藤
順
三
作
画
の
新
年
用
絵
葉
書
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(

1

7

)

田
島
奈
都
子
、
前
掲
論
文
、
三
五
九
頁
。

(

1

8

)

伊
藤
順
三
「
満
洲
の
玩
具
」
『
満
蒙
』
一
六
五
号
、
一
九
三
四
年
一
月
。

(

1

9

)

『
満
洲
グ
ラ
フ
」
四
巻
十
二
号
、
一
九
三
六
年
十
二
月
。

(

2

0

)

千
葉
慶
「
不
安
と
幻
想
ー
官
展
に
お
け
る
〈
満
州
〉
表
象
の
政
治
的
意
味
」
池
田
忍

編
『
表
象
／
帝
国
／
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ー
聖
戦
か
ら
冷
戦
へ
』
、
二

0
0
八
年
、
二
十
九

ー
三
十
頁
。

ポ
ス
タ
ー
・
絵
葉
書
・
切
手
』
で
の
名
称

―
二
九
号
、

一
九
三
一
年
一
月
、

で
は
少
年
と
あ
っ
た
た
め
、
少
年
と
し
て
い
る
。
ま
た
同
書
で
は
作
者
不
詳
の
作
品

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
が
、
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
日
本
ポ
ス
タ
ー
史
大
図
鑑
」

で
は
伊
藤
順
三
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
本
稿
で
は
伊
藤
の
作
品
と
し
て

紹
介
す
る
。

(

2

2

)

田
島
奈
都
子
編
、
前
掲
書
、
三
八
四
頁
。

(

2

3

)

伊
藤
順
三
「
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
」
『
満
蒙
」

一
五
三
頁
よ
り
引
用
。

(

2

4

)

田
島
奈
都
子
、
前
掲
論
文
、
三
六

0
頁。

藤
本
奈
緒
（
ふ
じ
も
と
・
な
お
）

二
0
一
九
年
神
戸
女
学
院
大
学
文
学
部
卒
業

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
修
了

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
在
籍

二
0
ニ
―
年

二
0
ニ
―
年
ー
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（図 2)員山孝治、 《南満洲鉄道株式会社（川べり）》、 （図 1)員山孝治、 《SOUTHMANCHURIA RAILWAY》、

1922年 1918年

-
W
―――-=-
蓮

式
寧
紅

（図 4)近山孝治、 《南満洲鉄道株式会社》、

1922年

（図 3) 員山孝治、 《南満洲鉄道株式会

社（虹と農夫）》、1929年
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（図 6)伊藤順三、 《南満洲鉄道株式会社（車内

の少年）》、 1926年

（図 8)伊藤順三、《南満洲鉄道株式会社（高脚踊り）》、

1927年
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漬デコ疇 ：
（図5)伊藤順三、《南満洲鉄道株式会社（市街地）》、

1925年

（図 7)伊藤順三、 《南満洲鉄道株式会社（長

春駅）》、1924年



（図 10)伊藤順三、 《南満洲鉄道株式会社（玉飾りの （図9)伊藤順三、 《南満洲鉄道株式会社（仮面踊

少女）》、1930年代 り）》、1930年代

... Sowt, •• • c 
‘¥anc huna 、

•「一←、 す<ai I ＼ヽ•aヽ'-⇔ 9←←一.-
,..;. 

紅密玄椋遍躍消じ纂深i

（図 12)員山孝治、《南満洲鉄道株式会社（民

族衣装女性）》、1921年

（図 11)、伊藤順三、 《南満洲鉄道株式会社（ブリヤー

ドの乙女）》、1937年
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